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　【基本理念】

　　株式会社小山千緑園は、地球環境保全の重要性を全従業員が認識し、

　その認識のもとに全ての業務を行うことにより、 より良い環境づくりを継続

　的に改善していきます。

 【基本方針】

　 株式会社小山千緑園は、造園建設業の生産活動を通じて「快適な暮らし

 と健康」、「地球環境への調和」を掲げ、全従業員が事業活動のあらゆる面

 で地球環境に影響を与えていることを配慮して行動します。

 1． 環境経営システムを構築し、次の事項を重点的なテーマとして、環境

　　 目標を設定・見直しなどの効果的な取り組みを行います。

　　　 （１） 使用エネルギー（電気、ガス、軽油、ガソリン）の節約によるCO２

排出量の削減

　　　 （２） 資源のリサイクルの推進と廃棄物排出量の削減

　　　 （３） 社内文書ペーパーレス化の推進

　　　 （４） 水使用量の削減

　　　 （５） 環境配慮型商品購入の推進

　　　 （６） 地域社会貢献活動の推進

　　　 （７） 殺虫剤・殺菌剤等薬剤の適正管理

　　　 （８） 本社及びガーデンハウスメルハバ本店･同ＩＣ店による植樹提案

　　　 （９） 緑化による地球温暖化の防止

 2．環境保全に関わる法律を遵守し、社会的責任を遂行します。

 3．造園建設工事において、行政機関、関連団体などの環境保全施策に

　　協力すると共に、地域社会における環境保全活動に対し積極的に参画

　　します。

 4．社会への情報公開として環境活動レポートを作成し、環境取り組みの

　　状況を公表します。

制定日

改訂日

Ⅰ．環境経営方針
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2010年　8月  1日

2020年　8月  1日

　株式会社小山千緑園

代表取締役　小山 徹志



・ 当社は建設業のため毎年の現場内容により生産量が変化する。そのため、現場での

環境活動計画が受注工事内容により変化することは否めないことである。

ただし、建設発生土のリサイクル率、建設副産物のリサイクル率については受注高の

大小、受注工事内容に関わらず目標を設定出来るのでこの目標は確実に達成して

行きたいと思う。

・ 現場等の二酸化炭素排出量、産業廃棄物排出量については先述したように工事

内容により排出量も増減するので、各現場による管理を行う計画としていきたい。

・ 本社等の二酸化炭素排出量については事務所内温度管理、残業、休日出勤の

抑制等により削減していきたい。

また、事務所内省エネタイプエアコンにする計画を立て進めていきたい。

・ 環境配慮型商品購入についても事務所、工事現場を問わず推進していきたい。

・ 環境活動対策としては、ガーデンハウスメルハバ及びアイランドシティ中央公園により、

地域住人との交流を深め、植樹提案やガーデニング講習会等を通じ緑による社会貢献

を推進していきたい。

・ 経営計画書に基づき各社員に割り当てられた組織、経営労働部会の運営の一環

として、環境経営委員会を軸に各委員会と連携し環境活動を進めていきたい。

・ 認証取得済みのISO９００１と共にCSRを果たすべく、エコアクション２１との融合を

図りつつ日々の業務に取り組みたい。

・ 以上の事を踏まえながら次頁に取りまとめた環境目標、環境活動計画により

エコアクション２１に取り組んでいきたい。

　  Ⅱ．当社が行う環境活動の基本的考え方
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（１）企業理念

　　　我々は、人間的なふれあいを大切にし、相互の理解と信頼を築き技術の向上で

　　　環境緑化に関連する事業を極め、お客様と社会に貢献できる企業を目指す。

　　　組織と社員が共存共栄を図り、自己の研鑽と変革に挑戦し時代のニーズに

　　　あった企業活動発展、さらに社会的地位と生活の向上を図る。

（２）事業者名 ： 株式会社小山千緑園

（３）代表者名 ： 小山　徹志

（４）所在地　 ： 〒　813-0036
　　　本社 福岡市東区若宮5丁目9番8号
　　　店舗 ： ガーデンハウスメルハバ　   福岡市東区若宮5丁目9番8号

メルハバアイランドシティ店　　福岡市東区香椎照葉３－４－１０

      圃場 ： 〒811-2503　
 久山圃場                        糟屋郡久山町大字猪野

（５）設立年月日 ： 1977年9月1日

Ⅲ．組織の概要
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（6）環境管理責任者 ： 坂根　茂

（7）連絡先 ： ＴＥＬ　　　092-673-0401
ＦＡＸ　　　092-673-0403
HP：http://senryokuen.co.jp/
e-mail:sakane@senryokuen.co.jp

（8）事業内容 ： 造園工事一式

（9）事業の規模 ： 資本金　３０，０００千円

社員　43名

売上高480百万円（2020年度(44期）実績）
(事業年度：8月～翌年7月)

（10）許可内容 ： 建設業許可
福岡県知事許可　(特)2－109244号
造園工事業

（11)実施体制図 ： 認証登録範囲

ＥＡ21事務局　 ＥＡ21委員会

総　　務　　部

　　 現　場

（12）認証登録範囲 ： 全組織・全活動を対象とする。

代表取締役　小山　徹志

環境管理責任者　坂根　茂
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ガーデンハウス
メルハバ本店
メルハバ
アイランドシティ店

工　務　部
（久山圃場）

工　事　部
（工事営業）

本部長専務取締役

工務部長

本部長環境経営委員会

本部長常務取締役



・前述した当社の環境活動に対する基本的考え方を踏まえて、環境目標を

事務所と現場に分けて、以下の通り設定した。

＜本社等（本社+店舗）＞

36,758 36,572 36,385 36,198

（△1.５%） （△2．0%） （△2.5%） （△3．0%）

　　　電気使用量
　　　　本社電灯 11,166 10,999 10,943 10,887 10,831

　　　電気使用量
　　　本社エアコン 10,093 9,942 9,891 9,841 9,790

　　　電気使用量
　メルハバ2店舗 3,928 3,869 3,849 3,830 3,810

　　ガソリン使用量 8,758 8,627 8,583 8,539 8,495

　　軽油使用量 1,971 1,941 1,932 1,922 1,912

650 630 609 588

（△６.0%） （△9.0%） （△12.0%） （△15.0%）

96 97 98 99

（＋２.0%） （＋3.0%） （＋4.0%） （＋5.0%）

12 13 14

（＋50.0%） （＋60.0%） （＋70.0%）

17 15 14

（△55.0%） （△50.0%） （△45.0%）

18 20 21

（＋20.0%） （＋30.0%） （＋40.0%）

3
環境配慮型商品
（事務用品）の購
入推進

％

(購入金額率)

8

94

15

水使用量の削減 m3

30

692

43期
(2019年度)

11

18

18

45期
(2021年度)

46期
(2022年度)

環境目標 単位

二酸化炭素
排出量の削減

kg-CO2

基準年度
41期

(2017年
度)

1

37,318

ｋWｈ

L
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Ⅳ．環境目標

44期
(2020年度)

6
メルハバによる
植樹提案

提案件数
成約数

(件)

5
表対在庫
相違率
（％）

化学物質
(使用薬剤)
の適正管理

4
地域社会貢献
活動の推進

人日

2



＜現場＞

100 100 100 100

(±0%) (±0%) (±0%) (±0%)

100 100 100 100

(±0%) (±0%) (±0%) (±0%)

44.5 42.4 39.8 37.1

（△１６.0%） （△20.0%） （△25.0%） （△30.0%）

100 100 100 100

(±0%) (±0%) (±0%) (±0%)

70

使用資材は
指定品目を

（リスト見直し）

18 20 21 23

（＋２0.0%） （＋33.0%） （＋40.0%） （＋50.0%）

  ・期(年度)は会計年度　8月～次年７月末までを示す。

 ・化学物質については削減が困難なため、削減目標からは除外したが、「薬剤適正管理」を数値化する事とした。

  ・二酸化炭素排出量における購入電力排出係数は0.463kg-CO2/ｋWｈ(九州電力(株) 調整後排出係数）を用いた。

  ・受注工事の内容により現場環境が大きく変わり環境負荷の内容も年度単位での対比が困難な

　ため、現場の二酸化炭素排出量は全社まとめて事務所＋店舗に算入。

  ・現場の環境配慮型商品使用推進については品目リストが少ないため基準年度は１００％となっているが

　今年度は指定品目リストを追加し再目標を掲げる。

　・地球温暖化防止は、福岡市の助成金申請を提案。

100%

74 75

43期
(2019年度)

44期
(2020年度)

備考：・基準年は2017年度とし、今後5年間は固定する

3
産業廃棄物排出
量の削減

( - )

100%

45期
(2021年度)

46期
(2022年度)

72

％
(工事使用

率）

1

基準年度
41期

(2017年
度)

53
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2
建設発生土の
リサイクル推進

％
(リサイクル

率）

4
排ガス対策
機械の使用

t

6
緑化による地球
温暖化防止

（件）
緑化推進助

成金利用によ
る緑化提案

成約数

15

5
環境配慮型商品
（再生資材）の使
用推進

％
(購入金額

率）

100%

建設副産物の
リサイクル推進

％
(リサイクル

率）

環境目標 単位



・設定した環境目標を達成するため、担当責任者を決めて以下の具体的な活動計画
に取り組む。
＜本社等＞

１．二酸化炭素排出量の削減

① 不要なエアコン使用を抑制 大穗

② 不要電力消費抑制 坂根

（２） 車両　燃料の削減 ① 車両点検整備の徹底・エコドライブの推進 内田

3．水使用量の削減

（１）
節水活動

(水道使用量削減)
① 灌水用水の節約・節水活動の推進 福冨

4. 環境配慮型商品（事務用品）の購入推進

① 品目リスト作成

積極的な購入

5．地域社会貢献活動の推進　

① ボランティア活動に積極的参加

(緑化推進活動を含む)

6．化学物質(使用薬剤)の適正管理

7．メルハバによる植樹提案

① お客様アンケートの実施

施工例集を完備しテーマを決めセールを行う

取組目標 活動項目 責任者

取組目標 活動項目 責任者

Ⅴ.環境活動計画

取組目標 活動項目 責任者

（１） 電気使用量の削減

事務用品
環境配慮型商品購入

大穂

取組目標 活動項目 責任者

（１）

（１）
薬剤庫のストック薬剤を
入出庫表にて管理する

北郷①

取組目標 活動項目 責任者

（１）
事業所、各自宅地域等での

ボランティア活動推進
山下

入出庫一覧表の充実、確実に記入

取組目標 活動項目 責任者

（１）
お客様ニーズを把握し

テーマに沿ったセールを行う
川畑

-７-



＜現場＞　　

１．建設副産物のリサイクル推進　

① マニュフェスト管理の徹底

廃棄物分別の徹底　鉄くず処分手順作成

２．建設発生土のリサイクル推進　

① 排出伝票管理の徹底　不法投棄皆無へ

毎月単位で集計の徹底

3．廃棄物排出量削減　

① ゴミの分別、野良猫･カラス寄り付き対策 前田

② 紙使用量の削減 上畑

4．排ガス対策機械の使用　　

（１）
排ガス対策機械の使用率

UP
① 車両・機器整備を年間で日程を決め実施する 内田

5．環境配慮型商品(再生資材)の使用促進

（１）
使用資材は独自リスト
環境配慮型商品購入

① 品目リスト作成　積極的な購入 長野

6．緑化による地球温暖化の防止

① 民間工事における緑化推進

(プレゼンで顧客にアピール)

取組目標 活動項目 責任者

（１）
建設副産物のリサイクル率

UP
小山(龍)

取組目標 活動項目 責任者

（１）
発生土のリサイクル率

UP
森廣

取組目標 活動項目 責任者

（１）
廃棄物回収コンテナへの

投入量　削減

取組目標 活動項目 責任者

坂那

-８-

取組目標 活動項目 責任者

取組目標 活動項目 責任者

（１） 緑化による地球温暖化防止



・44期（2020年度）における環境目標の達成状況は、以下の通りです。

　＜本社等＞

・軽油等の使用率が増え、二酸化炭素排出量増加。本社等の電気使用量は照明LED化より

 下がったが、エアコン使用月は、猛暑に加えコロナによる頻繁な換気等もあり増えている。

・ 水使用量は主に灌水作業で増加している。

・環境配慮型商品購入は計画通りに進められ、達成。

・地域社会貢献活動では、コロナのためボランティア活動がほぼ中止となり未達成。

・薬剤庫管理は月の整合性がほぼとれている。

･植樹提案はメルハバと本社の連携がうまく取れ伸びている。

目標 実績

36,572

（△2.0%）

10,943 8,897 123% ○

9,891 7,008 141% ○

3,849 4,112 94% △

8,583 7,840 109% ○

1,932 8,481 23% ×

630

（△6.0%）

97

（＋2.0%）

備考　・目標値(  )内は基準値からの削減率を示す。

　　　　・目標達成率の計算 ：　削減目標の場合　　（目標÷実績）✕100 ［％］　

　　 　　　　　　　　　　 　　　　：　増加目標の場合　　（実績÷目標）✕100 ［％］

　　　  ・ 達成判定区分　　　：○　(100%以上)　　△　(99～90%)　　×　(89%以下)

　　　　・ 二酸化炭素排出量実績には現場使用の軽油を含む

○

17 16 106% ○

-９-

％
(購入金額率)

696 91% △

6 メルハバによる植樹提案 20 111%
提案件数

成約数（件）

98 ○

4

3
環境配慮型商品（事務用
品）の購入推進

地域社会貢献活動の推進 12 7人日

18

5
化学物質(使用薬剤)
の適正管理

表対在庫
相違率（％）

Ⅵ．環境目標の実績

44期
（2020年度）

二酸化炭素排出量の削減　　　　　　　　　　

目標
達成率

達成
判定

環境目標

水使用量の削減　　　　　　　　　　　　　　

単位

74%

2

49,651

m3

kg-CO2

ｋWｈ

L

1

　　　電気使用量　　　　　本社電灯 

　　　電気使用量 　　　本社エアコン

　　　電気使用量　　メルハバ2店舗

　　ガソリン使用量

　　軽油使用量

×

58% ×

101%



　＜現場＞

・公共工事現場から直接排出される副産物や発生土は適切に処理されているが、

　本社に持ち帰る少量廃棄物の処理がうまくいっていない。

・各項目ともに公共工事の内容に大幅に左右されるため、今後もコストを考慮しつ

　つ取り組んでいきたい。

・緑化による温暖化防止は福岡市の助成金申請件数をカウントしようとしたがやはり

お客様へのメリットが少なく、強くお勧め出来ず、別な作戦で今後は考える。

目標 実績

備考　・目標値(  )内は基準値からの削減率を示す。

　　　　・目標達成率の計算 ：　削減目標の場合　　（目標÷実績）✕100 ［％］　

　　 　　　　　　　　　　 　　　　：　増加目標の場合　　（実績÷目標）✕100 ［％］

　　　  ・ 達成判定区分　　　：○　(100%以上)　　△　(99～90%)　　×　(89%以下)

×6
緑化による地球温暖化防止
助成金利用 推進

件
（提案成約件数） 20 0 0%

-10-

環境目標 単位

44期
（2020年度） 目標

達成率
達成
判定

1 建設副産物のリサイクル推進
％

（リサイクル率） 100

5

100% ○

2 建設発生土のリサイクル推進
％

（リサイクル率） 100%

139%

100 ○

100

100

100 100%100

○72

○

3

環境配慮型商品（再生資材）
の使用推進

％
（購入金額率） 100

4 排ガス対策機械の使用
％

（現場使用率）

ｔ産業廃棄物排出量の削減 36.442.4 116% ○



①電力1 2020年度(2020/8-2021/7) 44期全社

購入先： 2017年度調整後CO2排出係数を使用した。http://www.kyuden.co.jp/environment_notice02.html

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 合計 月平均

kWh 1,968 2,092 1,236 1,084 1,529 2,520 2,246 1,920 1,448 1,083 1,113 1,778 20,017 1,668

円

kg-CO2 911.18 968.60 572.27 501.89 707.93 1,166.76 1,039.90 888.96 670.42 501.43 515.32 823.21 9,267.87 772.32

①電力1 本社電灯電力

購入先： 2017年度調整後CO2排出係数を使用した。http://www.kyuden.co.jp/environment_notice02.html

排出係数： kg-CO2/kWh 平均単価： 円/kWh

単位 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 合計 月平均

kWh 709 660 672 663 684 912 796 928 900 635 621 717 8,897 741

円

kg-CO2 328.27 305.58 311.14 306.97 316.69 422.26 368.55 429.66 416.70 294.01 287.52 331.97

①電力1 本社エアコン電力

購入先： 2017年度調整後CO2排出係数を使用した。http://www.kyuden.co.jp/environment_notice02.html

排出係数： kg-CO2/L

単位 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 合計 月平均

kWh 711 960 247 195 612 1,215 1,111 778 304 151 153 571 7,008 584

円

kg-CO2 329.19 444.48 114.36 90.29 283.36 562.55 514.39 360.21 140.75 69.91 70.84 264.37 3,244.70 270.39

CO2排出量

九州電力

0.463

項目

使用量

料金

CO2排出量

九州電力

0.463
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活動実績写真

社内掲示板

薬剤庫管理　薬剤入出庫管理

節水　節電　廃棄物削減 啓発

残業 休日出勤 削減啓発

古新聞利用　エコ包装
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・環境目標の達成に向けて取り組んだ環境活動計画の実施状況は、以下の通りです。

・事務所＋店舗の取組については、車両点検整備の徹底・エコドライブの推進の実施状況があまり

良くなかった。会議でみんなに共有するより、グループラインで共有する方が良い。

　他の項目は数値的な目標達成は別として、活動への取組は強固になってきている。

＜本社等（事務所＋店舗）＞

　１．二酸化炭素排出量の削減

　　　　　 活動項目 実施状況

①　不要なエアコン使用を抑制 ○

②　不要電力消費抑制 ○

（2）
車両 燃料
の削減

①　車両点検整備の徹底・
　　　エコドライブの推進

☓

　2．水使用量の削減

　　　　　 活動項目 実施状況

（1）
節水活動(水
道使用量
削減）

①　節水活動の推進 ○

　3．環境配慮型商品(事務商品)の購入推進

　　　　　 活動項目 実施状況

事務用品を環
境配慮型商
品購入

今後も環境配慮型商品をみ
んなに薦め、代替可能か提
案を続ける。

○

この取組は引き続き進めてい
き、会議ではなく社内のｸﾞﾙｰ
ﾌﾟﾗｲﾝ等に流して共有するよ
うにする。

毎月の目標を決めていた
が、なかなか会議で話す
時間がなかった。

取組目標
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数ヶ月に一度灌水しや
すい配置換えを行なう
ことにより、短時間で灌
水することができた。

夏場は灌水時間の短縮は難
しいが、灌水しやすい配置を
今後も行なう。

①　品目リストの作成
　　　積極的な購入

取組目標 評価 次年度に向けての取組目標

次年度に向けての取組目標

インデックスを環境配
慮型商品に替えた。
ほぼ毎月環境配慮型
商品を達成すること
ができた。

評価

（1）

Ⅶ．環境活動計画の取組結果とその評価、

取組目標

　　　　　　次年度の取組内容と目標

次年度に向けての取組目標

定期的に事務所内の換気を
行ない、社内の室温管理を
維持していきたい。

評価

温度と湿度の数値が確認
でき、エアコンの温度管
理は定着した。
残業がある日は、電気使
用量が増えている。

（1）
電気使用量
の削減



　4．地域社会貢献活動の推進

　　　　　 活動項目 実施状況

　5．化学物質(使用薬剤)の入出庫管理

　　　　　 活動項目 実施状況

　6．メルハバによる植樹提案

　　　　　 活動項目 実施状況
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①　お客様アンケートの実施
　　施工例集を完備しテーマを
　　決めセールを行う

○（1）

お客様ニーズ
を把握しテー
マに沿った
セールを行う

今後もこの取組を続け、SNSや
チラシ等で情報を拡散していき
たい。アンケートも半年ごとに集
計を行ない、数値化してグラフ
を作成しみんなに共有していき
たい。

SNSで入荷した花や鉢
等の情報を発信するこ
とができた。
アンケートは回答しや
すいように変更を行
なった。

（1）
①ボランティア活動に積極
的参加
(緑化推進活動を含む)

コロナの影響もあり、ボラン
ティア参加が難しい。この活
動を続ける必要があるか、再
検討すべきである。

△

サイボウズ上で共
有し、ボランティア
参加を呼びかける
ことができた。

取組目標

事業所、各自宅
地域等での
ボランティア活
動推進

次年度に向けての取組目標評価

複数の現場であっちもこっち
も使用する際に持ち出せる本
数が足りないときがあるため、
在庫確認を行ない、足りなく
なる前に購入し補充しておき
たい。

取組目標 評価

取組目標 評価 次年度に向けての取組目標

次年度に向けての取組目標

（1）

薬剤庫のス
トック薬剤を
入出庫表にて
管理する

①　入出庫一覧表の見直し
確実に記入

○

以前の記入フォームを
見直し、薬剤使用状況
が把握しやすいファイ
ルを作成することができ
た。まだまだ改善点は
あるが、今後この形で
行なう。



＜現場＞

・環境配慮型商品（再生資材）の使用推進は、リスト整理と情報収集に時間がかかった。

・助成金制度活用はやはり難しい、温暖化防止につながるような工事をお勧めし成約出来たら

　カウントするようにした。

　１．建設副産物のリサイクル推進

　　　　 活動項目 実施状況

（1）
建設副産物
のリサイクル

①　マニュフェスト管理
  　　の徹底

○

　２．建設発生土のリサイクル推進

　　　　 活動項目 実施状況

　3．廃棄物排出量の削減

　　　　　 活動項目 実施状況

①　ゴミの分別
　　　野良猫・カラス寄付対
策

△

③　紙使用量の削減 ○

　4．排ガス対策機械の使用

　　　　 活動項目 実施状況

　5．環境配慮型商品（再生資材）の使用推進

　　　　 活動項目 実施状況

　6．緑化による地球温暖化の防止

　　　　 活動項目 実施状況

取組目標

評価

（1）

取組目標

廃棄物回収
コンテナへ
の
投入量
削減

（1）
排ガス対策
械の使用

取組目標

①　車両・機器整備を
　　年間で日程を決め
　　実施する

☓

評価
基本的にリース会社からレ
ンタルした機械をしようする
ため、排ガス規制・低騒音
を選んで使用することがで
きた。

①　品目リスト作成
　　積極的な購入
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△（1）

使用資材は
独自リスト作
成
環境配慮型
商品購入

リスト作成チームを設
け、確実に機能させた
い。

現場資材の環境配
慮品リストを作成し
たが、リスト整理と情
報収集を実施する
までに時間を要し
た。

次年度に向けての取組

（1）
民間工事で
の緑化推進

○

申請から完了まで
の事務手続きを経
験することができ、
事業内容を充分に
理解出来た。

緑化による地球温暖化
というテーマを変えよう
かと思っている。

①　民間工事における緑
化推進　(プレゼンで顧客
にアピール)

取組目標 評価

次年度に向けての取組

安全訓練等で排ガス・低騒
音機械の推進を続けたい。

取組目標

取組目標

公共工事のマニフェスト
管理しっかり出来てい
る。

評価

（1）
発生土のリ
サイクル

①　排出伝票管理の徹
底

不法投棄皆無へ
○

マニフェストを適切に取り
扱い、漏れがないようにす
る。

次年度に向けての取組

評価 次年度に向けての取組

次年度に向けての取組

伝票管理を徹底し、不
法投棄がないように注
意喚起を行なう

今年度も建設残土
の発生はなかった。

次年度に向けての取組

今後も裏紙使用促進を徹底
し、紙使用量の削減を心がけ
たい。

袋にまとめて捨ててるが、
たまに単独のゴミを捨てて
るため、まとめて捨てるよう
にする。

裏紙利用促進を行な
い、定期的に補充す
るようにした。

カラスにゴミを荒らさ
れたため、ネットを作
成した。

評価



・当社の事業活動に係わる主な環境関連法規遵守活動は、以下の通りです。
・44期（令和2年度）の事業活動における法令遵守状況を確認した結果、違反は
 ありませんでした。
・また、関係機関からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去５年間ありませ
 んでした。

遵守結果

○

○

○

○

○

○

Ⅷ．環境関連法規の遵守状況の確認及び
　　　　評価結果並びに違反、訴訟等の有無

主な環境関連法規
遵守取組活動

主な遵守取組活動事項

廃棄物の処理及び清掃に
関する法律

管理票交付状況報告書　作成と提出
行政年度内に交付した管理表をまとめ、提出しなければな
らない

事業者は一般廃棄物の処理を法第7条第12項に規定する
許可業者その他環境省令に定める者に委託しなければな
らない。
【委託契約書の確認を毎年実施】

産業廃棄物が運搬されるまでの間の保管の基準
【廃棄物を社内または現場に保管する場合の基準が定め
れています（技術基準）】
・囲い　・表示（60×60センチ）　・表示内容（産廃種類、氏
名、連絡先）　・積み上げ高さ　・飛散・流出・地下浸透・悪
臭防止　積み上げ勾配　など

農薬取締法
水質汚濁性農薬の使用の規制
使用者の教育【社員の農薬指導士資格取得】

特定外来生物による生態
系等に係わる被害の防止
に関する法律

特定外来生物は外で放ち植え又はまいてはならない。
情報収集、整理分析並びに研究の推進を講ずるよう努めな
ければならない【樹木・花苗仕入れ時に確認】
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フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関す
る法律（フロン排出抑制
法）

簡易定期点検
簡易点検（3か月に1回以上）を行わなければならない。
　室外機：異常振動、異常運転音、油漏れ、キズの有無、
　　　　　　熱交換器の腐食、錆など
　室内機：熱交換器の霜付きの有無



（１）　44期（2020年度）取組評価について

・環境に対する意識は社員間で年と共に全体的には高まってきている。

・二酸化炭素排出量の削減は、軽油使用量の増加のため削減できていない。
　エアコン稼働では換気を効率よく実施、コロナ禍の中でよくやっている。

・水使用量に関しては、取組意識は高いが、猛暑小雨時期が多く結果未達成。
　本社での節水活動は定着しているので、メルハバ灌水方法の工夫により
　水使用量削減にさらに取り組んでいきたい。

・事務用品の環境配慮型商品購入は、リストも充実してきており、担当者の
　意識も高い。

・地域社会貢献活動はコロナでことごとくボランティア活動が中止となり未達成
　となった。コロナ終息後、積極的に取り組んでいく。

・薬剤庫管理記入方法を見直し、在庫管理を徹底し目標達成
同種の薬剤が同じ時期に集中した際に起こる課題の解決法を検討する。

・廃棄物排出量は、数値目標を達成。ゴミの分別の徹底を行い、リサイクル
出来るものは必ずリサイクルする。

・環境経営システムは、経営計画書の経営労働部会とうまく連動し、機能して
　きている。さらに仕組みが回るように取り組んでいきたい。

（２）　見直しの必要性と指示について

・お客様にとってメリットがある情報発信(SNSの充実)を行ない、より多くの受注・
　ご相談等を得られるようにしたい。

・燃料消費で現場での二酸化炭素排出量削減に向けての取組が進んできて
　いるが、単純に燃料消費量では数値退避としての目標は立てにくい。現場での
　目標設定出来るものを画策していきたい。

・環境配慮型商品について、物が固定されているため、今後新たなものがあれば
　積極的に取り入れていくようする。

・環境活動の中で、すでに安定して100％できているものについては、次のステッ
　プを考えていく。
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Ⅸ．代表者による全体評価と見直しの結果


